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4種類の光刺激モードに対する精神分裂症患者と

健常者2集団における反応時間の統計的差違

非会員　三池　秀敏† 正　員　蛯名　良雄† 正員百濁正広††

Statistical　Dif艶rence　of　Reactio薮　Time　i難　Schizophre盤ic　and

Normal　Pearson　Groups　to　Four　Modes　of　Light　Stim縁1a重ion
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　あらまし　嘆種類の光刺激モードに対する反癒時聞を健常者と精神分裂症患巻の2集腰を対象に調べ，荷集膨間

での反応時問の銃計的差違を検討した．光刺激は赤重発光ダイオードにより呈示位置一定で呈示間隔も一定（3秒〉

なTCモ7ド，呈示問隔はランダム（L5～45秒）なTRモードと，マイコンのモニタテレビ上にカーソル霞形を

ランダムな聞踊（圭，5～45秒）で幽力し，その難示位醒一定のSCモード，位麗ランダムのSRモードの4種とし

た．各モードに対する反応時間の欝性を生のデータに基く標本平均値運グ，標準偏差5Dの他に，異常値対策をした

中央鰹潔8，及びヒストグラム形状を示す5Fの4つの統計鍛により解析した．この藤健常者と患者2集嗣の差違

を定鍵釣に評働することを霞的に2樋の特性燈“，βを導入した．　¢は爾集厨の統計鐙の集嗣平均値の間にどの程

度差があるかを示す有意水蠣，βは両集鵬の銃計鍛に蝿する頚度分霧の重なり率である．この詰果最も簸雑なSR

モードの劇激に対し燭奢の違いが綾も顕著であることが覇った．さらにSRモードでどの統計鍛が有効かを判別蘭

数法により解厨した結果，異常値処理した養耀，5アの諾合による統計量が優れていることを確認した．

工まえがき
　近年，挫会構造の複雑化に俘い種々の精神障害に対

する闘心が高まっている．こうした精神障害を客観的

に把握すべく神経生理学の立場から，脳波，筋電図，誘

発反応及び眼球運動などを指標とする研究が盛んに進

められているω’｛2！一方，客観性のある特性蚤を与え

るものとして光刺激に紺し指先で応答する単純反応時

間に着饅し，分裂症患者を対象に健常者との差違を議
　　　　　　　　　　　　　｛3｝～σ｝　　　　　　　　　　　　　　　．最近の研究によれ論する多くの研究が見られる

ば分裂症患毒では中枢神経のaズousa1レベルが正常者

よりも高く，齢の現象も起こりにくいこと｛2囎や注

意認知の瞳蜜の存在が知られている｛露職例えぽ与

えられた図形に魁し，視覚の注視点に異常が見られ，岡

繭所を凝視する傾向が強いことが報告されている脚翫

本研究では分裂症患者に見られるこうした注視点の異
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常に着穰し，反応聴問計測において刺激の呈示位置を

空間的に変化させる刺激モードを考えた．すなわち視

覚刺激位薩を変えることで反応作業に麗標の裸査の要

素を含ませ，同一箇所を凝視する傾向の強い患者では

反応時間が遅くなることを期待した．さらに刺激の呈
示紘麓一定とランダムのモードを前報｛61・｛7｝でのモード

（刺激の呈示蒔間間編一定とランダム）と観み合わせ，

これらの光刺激モードに薄する分裂症患巻と健常嚢2

集団間の反応時聞特魅の違いを比較検討する．この際，

爾集照の違いを新たに定義した鍛も含めて畦つの統計

量で検討する．異常値対策をした統計鐙は，岡集國の

統討的差違を定量化するのに有効であることを示す．

2ii建 験

2．1　光刺激モード及び被験者

　実験は健常者と精神分裂症患者を対象に，4つの光

刺激モードに対する反応蒔間を計測することにより行

なった．光刺激を与える装置の違いにより実鹸は2種

類に分かれ，各々異なる被験巻グループについて行な

った．図1に各々の光剃激装膿の概略を示す．爽験

1では実験台上のスクリーンに販り付けられた赤色発
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光ダイオード（約繧㎜φ）により定位置に刺激を与え

る．剃激を与える聴間問隔は1人の被験者に対し，前

半（50データ）3秒一定闘隔，後半（50データ）1ま

1．5，2，5，3．5及び喋．5秒を総み合わせた離敬的なラ

ンダム聞隔で連続して与えられる．すなわち1繊100

データの箋験において刺激の呈示場所は一定で，刺激

の蒔間聞隔が一定（『rcモードと定義）からランダム

（男Rモードと定義）へと変化する刺激モードとした．

一方案験2では灘ンピ晶一タのモニタテレビ上に光刺

激をかソ咽形（約4×4㎜の勘形）に罰械
た。また背景にはカムフラージ晶として星邸家を20

箇所の一定位置に配した（図1㈲参照〉．この場合，

刺激を与える聴間間隔は全て1，5～4．5秒の離散的ラ

ンダム間隔とし，刺激の呈示位薩を前半（50データ）

はモ誌タテレビの中央の一驚場醗，後半（50データ）

（a）Expj

　TC，了事～－rnod

〈b）εxp．2

　SC、SR一蒲◎de

図1　ω実験王（τC，TRモード）の刺激呈示装澱
　　　LED（発光ダイオーダ），　PS（スイツチ）

　　㈲実験2（SC，SRモード）の刺激呈承装置
　　　CRT（モニタテレビ），顛C（ロンビ跳一タ）
　　　ST（鋼激シグナル〉，　PS（スイッチ）
Fi縁1噸＞Apparatus　of　s蛙∬瓢hユs　至ight　in£xp・1

　　　　（TC，TR㎜de＞．　L豆D（貰ight　e軍孤i鮭i㎎

　　　　di◎de），PS（push　swi　tch）．

　　　⑤Apparatus　ia　Exp。2（SC・SR　罰磁e），CRτ
　　　　（無o臓三tor　TV），　M£（翻aicr㏄o卿uter）・ST

　　　　（sti】測1ロs　si卿D，PS（push　switch）．
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裏1　実験条件及び後験者

爽　験　1 輿　験　2

綱激亮…一ド

データ数

7C　→　TR

50　　　　50

SC　→　SR

50　　　　50

後　験　考 人 数　　隼齢（平均） 人　数 辱聯（畢均）

健常巻

分裂症患者

露4

17

18～32（2王．3）

18～33（28．⑪）

33

25

18～33（21．9）

夏8～37（28．3）

は画醐内のランダムな場所（視角範翻約28度）とした．

すなわち1濾の墾験において刺激の閣隔はランダムと

し，刺激位置を一定（SCモードと定義）からランダム

（SRモードと定義）へと変他する刺激モードとした．

　被験者は実鑛1，2に対して，健常者及び分裂症患者

の各々異なる2グループを対象とした．健常春は本学

学生及び激職員を，患春は県内の精神科医院の醐放病

棟に入院中の比較的軽症者を射象とした．年齢はいず

れも18歳から30歳台までで，反応蒔間の作業に初体

験の渚とした．表1は各々の実験モードと被鹸者につ

いてまとめた．

　2．2　異験方法及び計測システム

　鼓験者は一毅照明の下で刺激晃示装置の前に着庸す

る．刺激装躍を注視し，刺激光を認めたら直ちにブッ

シュ・スイッチを押して反応するよう指示を与える．

1鐡の実験は連続100圃の反応操作よりなる（約8分〉

が，本実験の前に20鷹の予備実験を練習として行な

う．また鍍験港には途中で剃激のモードが変化するこ

とが知らされている．

　反応蒔間の計測及び刺激の呈示等の糊御はマイクロ

コンピュータにより行なわれる．システムの基本講成

は前報1覧酬綱様であるが，今回反応蒋間の計測を

コンピュータ内にサブルーチンとして作った0．1掛sec

精度のカウンタにより行った．刺激儒号が出力さ

れた後被験者がスイッチを押して反応するまでの

時間が反応聴間（Rτ〉として計測される．

3データの処理方法

　3．1　反跡時間を評簸する統計還

　反応時闘の解舜にはまず生のデータについての各人

の標本単均櫨濯7，及び標準偏差5かを用いる．この

ような浸グや31）は韮本的な統計盤として母平均や母

分散の推定に用いられるが，反応蒋間作業の様に鼓験

者の集中力の欠如やボタン操作ミスなどで発生する，

数偶の異常に大きな反臨蒔間（以下異常値と称す）の
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存在に左右され易い．本実験ではしぽしばこうした異

常値がみられる．この種の実験では異常値対策はすべ

きか否かは問題であるが，ここでは1つの試みとして

一部異常値対策した統計董を擾案しオダ，5ρととも

に用い比較検討する．こうした異常磁の処埋法として

はすでにいくつかの方法が試みられている幡．ここで

は異常値対策をした統計簸として次の2つを考える．

ヱつは浸ダに棚峯するものとしてデータの中央値毒君

（田ed巖n）である．擬βは反応階闇の平均値の推定蚤

としてしばしぼ隙・られる鱒避～方5Dのかわりに

反応蒋聞ヒストグラムの形状の特徴を捉える統計量5刃

を導入した．5Fはヒストグラムの分布の広がりの程

痩を示す量で次式の様に定義する．

・F 「甥）・÷・（　ec）　（・・

ここに研はbinβ（msec）の反癒蒔聞ヒストグラムに

おいて鑛度が2以上の匿聞の総数を示し，P／鼎まデー

タ数鐸に対し最大頚度区間での頻度数Pの割合を示す．

また浸は∫Fの数値を適当な大きさにするため溝入し

た便意定数である．今園の実験では1つの刺激モード

に対し，AF罵50，β篇20msec，　浸讐10とした．

　以上4つの銃計鑓オF，5刀，盛耀及び5アを絹い反

応聴間の解析をすすめる．

　3．2　2輿隅間の反恋時問成績差の定還的評価

　今園対象とした健常春及び分裂癒患春2集國間の反

応塒聞成績の違いを定墨的に評価する方法として2通

りの方法を粥いた．1つは各入の反応階間の特性を示

す統計鍛に対する，両集國の頻度分箱の重なり率β（％〉

である．閣2に示すように，集隅淫，おに対し統計量

f（x）

♂
ε

呂

2
』

　　　　　　　S斐a窒i＄篶c　　　　　　　　　　X

閣2　2集繊淫，βの就計黛Xに薦する頚度分籏の重なり．

　　　鞠，初は浸，βで璽なっている数を示す．

Fi昏2－Ove・1・p・f圭・eq・・n・y　di・励・ti…b°登t
　　　statis皇ic　X　in　tw｛｝　gro雛ps　濯　a篠dβ・πβa龍d

　　　・。s難・w之h・・臓1・p瓢瞭・f舶ndβ・

　　　respectively．

f（ド）

》
り

①

σ
2
巳

α （。1。）

　　　　　　尾

図3　アー分策と有意水準α（覧）

F

F三9．3一ア　d量s之rib級£io簸　｛unctio裏｝　a無d　level　o｛

sゆ三ficanceα（馬）．

Xがo≦X≦乃の範囲にある冠集蜀の人数を鞠，β集

溺の入数を肋として

　　　　触÷πB
　　　　　　　　xlGO（9乏｝）　　　　　　　　　　　　　　｛2｝　β瓢
　　　　　ル

により定義する．ここにルは集属浸とβをあわせた全

体の入数を示す．βが小さい程，爾集醐の差は顕著と

いκ《）。

　2集繊の違いを定盤化する第2の方法として，各統

計簸の集団平均値が統計的にどの程度有意の差がある

かを検定する方法を用いる．一般に蕉規分布するある

銃計量Xについて2集圃。4，βの標本平均〈κ〉オ及び

ぐ（＞8の統計的差違を検定する場合，2つの集獺が周じ

母集醐に属していれぽ（帰無仮説〉

　　　　（＜x＞ズぐx＞β）2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛3）　アo徽
　　　　　　　　グ

が自由渡（玉，ののア分布する㈱．ここではグは2集

鵬全体の分散，昌ま第2の窪由度で，各々各集醐の例

数（馬，πβ）及び分散（砺，％）により決建される．

対象の2集団に鮒してZ。が求まると，分布曲線上のFo

の位置によりその撮幾頻度が計算できる．これは2集

団が統計壷Xに関し周一の母集圃であるという帰無仮

説を否定する有意水準α（％）でもある．σは図3に示

すようにア藁鞠となる確率として

　　　の
・篇｛∫㈹♂ア×100（％〉　　　　（4）

　　　o
により与えられる。この¢を両集醐の統計的差違の程

度を定鐙的に評緬する特性量として導入しよう．αが

小さい程，F分布で見た爾集鰯の違いは大きいといえ

る．

4　解析結果及び議論

尋．ユ　霧種の光刺激モードに封する反慮時闘

実駿1，2の4種の光劇激モードに対して，反応蒔
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（a）

（b）

（m＄ec｝

　　6◎0

50◎

04◎◎
の
＞2300
＜
　2◎0

葉o◎

◎

纐＄ec｝

　500

40◎

出3◎o
』∫

Σ2◎0

壌00

　0

④ゑ　Patie「巽S

oム賊◎mal＄

〈AV＞

＜SD＞

1〈・・〉

客ゴ：二：芸／ム〈SD＞

τC　　τR　　SC　　SR

　　　　団◎de

　　　　　　　　　TC　　TR　SC　SR
　　　　　　　　　　　　　Mode

図4　硅つの刺激モードに対する各読計鐙の集団平均値

　　　の振舞い．〈浸グ〉及びく醒君〉の綾隷は各盤の罐

　　　常者及び患者昏集顧に対する標糠偏差σの範囲を

　　示す．（a）＜運7＞とく5D≧㈲〈選召〉とく5F＞
Fig．4－8ehav三〇τof　gr（閥）－avera£e（至stat三s垣cs

　　　agai盤st之o　four　s£i瓢疑lus　modes．　Verti㈱l

　　　bars　in＜遼ダ＞and＜謝β＞show　the　region
　　　of　sセaa《歪ard　deviation（±σ）。魚）〈涙グ＞and

　　　く51）湯⑤＜凝E＞and〈5ア〉．

間の実験結果を各統討鍵の集照平均値により図爆に示

した．翻4（a）は濯7，5ヱ）の健常港及び患者各々の集団

での平均値く浸ダ〉及び〈5ρ〉の各刺激モードに対す

る振舞いを示す．図唄b）はく擬1》及び〈5汐〉にっい

ての結果を示す．〈冠μ〉とくル班〉についてはデータ

のばらつきの程度を各集溺に対する標準偏差の範囲±

σにより縦線で示した．7Cモードから？Rモードで

は刺激呈示の時間間隔が一定からランダムへと変化し，

SCモードからSRモードでは刺激の呈示位薦が一定

場所からランダムな場所に変化する、刺激モードとし

ては剃激タイミングの予測欝能なモード（1£C）から不

可能なモード（ΨR）へ，さらに昌標の位醒を探す必要
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のないモード（SC）から，探査を要するモード（SR）

へと頗次複雑なモードとなっている．これに癒じて各

統計璽の集団平均篠は増大している．健常春の〈護グ〉

をみると，「fC，τR，SC，SRの各モードに対して，

2004，23乳8，雛82及び3109msecとなっている．

平均的に考えると，7Cから？Rにモードが変わり刺

激タイミングの予灘が嗣難になると約37msec（18マ

％増），8CからSRにかわり探査の要素が入ること

で約62撫sec（2δ．0％増）と反応が遅くなっている、

分裂症愚者では対応する値は各々約55msec（199％

増〉と約150msec（369％増）となり，特に探査を要

するSRモー｝∴で著るしく反応が遅れることがわかる．

この傾向は他の統計搬く醒8＞，〈51）〉及び〈Sア〉に

ついてもほ醸圓様の結果である．

　一方，　｛rRとSCモードは本質的に岡じモード　（刺

激間隔ランダム，呈承場所一定）であるにもかかわら

ず統計壷により少し異なるが，成績に差が見られる．

この原臨としては，働刺激呈示装置が異なり（図1参

照），訟ントラストの違い，背景の家印の有無など，

全く周じモードとはいえないこと，（2）実験1（「罫C噛

田R）と案験2（SC→SR）では霰験巌のグループが

異なること（表1参照）等の埋由が考えられる．

　4。2　健常愚と分裂症患者，両集國の反簿時間成績

　　　　差の定璽的検溺

　窺1では刺激モードの違いにより反応蒋間の集翻平

均値の成績が異なることを示した．ここでは3，2で与

えた2種類の特性鍛α，ノθを用い，健常巻と患春丙集鰯

の成績の差を定鍛的に評緬する．

　園5は統計盤護μ，5ρ，擬君，5アに対する爾集國の

禽
歪

飢％】

Ω．50

並
お

＞
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0
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隔《㍉一～：鱒▽｛▽　SF
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　　　　　　　　　　Mε
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　卜40de
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4つの刺激モーヂに対する各統計愛の健常者及び

分裂症患者2集照闘における重なり率β

F三9．5－Oveτ三ap　ra亡eβof　s匙at三stics　betwee簸the

　　　gro羅ps　of　n◎rmals　and　schizOP難reniCS
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頻度分布の重なり率βを示す．4つの剃激モードに対

して浸ダや擢君では響C／rR，se，SRとモードが護

雑化する程βが小さくなり爾集繊の違いがはっきりし

てくる．鍛もβが小さいSRモードでみると，統計蟻

蕩βではβは15．5％（58入中9人の重なり）である．

5ρ，5アの蕊計量では繭激モードの違いに対して規鋼

釣変化の傾向は示していない．50ではβはSC，S費

モードへと進むにつれて大きくなる．これは統計蚤の

性格からくるもので5かが異常鎮の影響を受け易い量

であることによっている．謹常者では？C，丁裁モーヂ

で異常値がほとんど観測されないのに対して，SC，SR

モード，特にS我モードで呈示剃激の見落しによると

思われる異常値が見られる場合が多い．もちろん憲者

では異常値の出現数はかなり多く，SRモードでは特

に顧著である（図4㈱参照）．各モードでのデータ数

が50で少ないこともあり，こうした異常薩の存在は

50を大きく笙右し，偶然誤差も考えられよう．この

点岡じく反応蒋間データのばらつき程度を示す統計鍛

で，異常値処埋能力を持たせた5Fでは大きく改善さ

れている．SC，SRモードでむしろ19は減少する傾向

を見せ，異常値を除いた「データのぱらつきは建常嚢と

患嚢で瞬確に差があることを示している．

　βは藏観的で非常にわかり易いが，標本としたデー

タによる偶然性がかなり影欝することが考えられる．

そこで統計籔の集溺平均値の統計的差違にまでふみ込

α圏
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鴎6　有意水難αによる各統計鍛の集幽平均魑の統計的

　　差違と透つの荊激モードに対する張舞い
F三9．6－£va玉磁i・轟・f　the　dif重erence・f　9「°登P髄

　　　avera＄eδstatistiCs　by　Sゆiξ三αmCe
　　　ieve1　α　，　and　the　behavior　agains之　to

　　　fou｝st三㎜1us　modes．

んで見ることにしよう．前飾の第2の手法による有意

水準αを求め國6に各刺激モード毎に対する結果を示

す．図より学Cモードの〈51）〉のみを除いて有意承準

は全て17以下にあり，ほぼどの読計鍛でみても統計

的に爾集題は異なる母集醐に属するといえる．またど

の統計鷺についても刺激そ一ドがTC，TR及び8C，

SRと複雑になる程αは小さくなっている．βについ

て取低を示したSRモードでやはりαが小さい．特に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る＜517＞，＜財8＞，〈謹’ノ〉では磁の擁は王0　％以下で

極端に小さい　βの癒で予想されたこと，すなわちSRモ

ー ドでは両集懸の差違が叢も大きいことがαの値によ

っても誕明されたことになる．一方，〈51）〉に対する

切は池の統計量のそれに比べて1～2籍大きい．これ

はβのところで示したように異常値の存在が，各人の

5Pに偶然誤差を与えていることが考えられる．5か

に糟嶺し，異常綴処埋能力のある統計量として5Fな

導入したが，この5刃はαについて全ての刺麟モーヂ

で50より有効な統計嶽であることがわかる．また翼

味を引くのは，異常簸対策をしたく躍β〉はく灘〉より

もαが大きいことである．4グはSかより異常鰹の影

響を受けにくいことや，擬君より異常鯵の多少を良く

反映する量であることが薦係しているかも知れない。

しかし大きさの楕が変る程ではなく，両春の差は小さ

く，βの値も愈わせて総合判断して毒君，浸Fに優劣の

差は付け難い．

　峨3　翔別関数法による読計壷の総合的評価

　前飾までに今回試みた4つの剃激モードの中でSR

モードカ竃健常5姦と患者の差を最も良くあらわすモード

であることを確認した．そこでここではSRモーヂを

取り上げ，4種の銃計籔を総合的に評纐し，異常値対

策をした蕩ε，5ダの組み合わせが睡常春と恵春の差を

より鑛著に示す統計量として良いことを示す．

　再伍と5アを適当に線型結合し，健常者と患者の違い

をより的確に表境し得る統計鐙γ（＝α・轟耀十か5F）

を得ることを考える．この方法は判別闘数法として知

られ，比較の対象となる2つ以上の群（今の場合，健

常老と患者の2群）に対し，問題とする蒋性鐙（今の

揚合擬君と5ア）の群聞変動と群内変勤の比を最大とす

る条件より結合係数α，ゐが決定される鰍囎．　國7は

SRモードについて轟耀を横軸，517を縦軸にとり健常

嚢（○臨）と患者（ぬ印）の成績を示したものである．

この場含判鋼闘数ぎは

　ア瓢」｝f君十　1．03×3F　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5｝

と求まった．すなわちrは園7に承したようにSア繍
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囲7　銃計貴湖∬と5Fに関する鰹常潜と患者の分施，及び判劉蘭数γに幽する分擶．
　　　この場含判別関数はγ篇凝君十LO　3　x　5アと求まる

Fi騒7－Distribu巨on　o乏轟o撒職蓋s　and　patie益ts　a隠out　the　statis乞云cs

　　　擬君　an（董　5ア．　The　another　distri1｝ution　abo鰭t　discriln三nant

　　　fu獄c雛o職y三s　also　s㎞1駐£his　caseγ一甜β＋1．03x5ア．

1つ3凝君に平行な趨線上に分弗を投影することになる．

図にはあわせて醒E，3ア各々の軸に投影した場合の分

布の重なり具合と比較して承している．2集溺の分布

の重なりは減少している．実際，銃計搬rについて有

　　　　　　　　　　　　　　む意水準αを求めると595×10　％　となり，単一の統

　　　　　　　　　　　　　　　　　　お計鍛では酸良であった溺ノの6βX10　と周じオーダ

ー であるが少し小さい．またβでは35％となり，や

はり最良であった擬君の15β％を大きくγ圏る．他の

親み合わせを見よう．異常値処理しない例としてオF

と50，共に平均量を示し摺関｛生の強いものとして冠μ

と凝β，平均と分敵を示す篠つの統討黛のうち¢の小さ

いもの睡土として1Fと5君及び全ての組み禽わせ

（冠ダ，覆E，S1）とSF）について判甥関数を求めた結

果を評緬羅α，βとともに蓑2に示した．最も情報星の

多い滋㍉轟紹，50及び5Fの4つの統計鐙による判
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溺蘭数の場合にαは最低鰹（2ゆ9×10　％）を示して

いるが，他の親み合わぜに対し桁を変える程ではなく

βは12．1％と大きい．5かが総み合わせに入っている

ためと思われ，謹F，5かの組み合わせで，β漏20∬

％と大きいことを反映している．滋ノと盛1£の繊み合

嚢2　覇刷関数による統計量の親み合わせと

　　　α，βによる健常者，患者の畿計的差違

統 謝 翻
薫 判　男琴閥　数 α　（驚） β（舞）

一騒

濯F，5か 癬！－0．0750 6．90x1◎ 2G．7

閏弓

，拶㍉義f8 ，提F乎o．82盛∫君 6．36x1◎ 王5．5

卿6
濯葬7，5刃 ．4葬！十1．145汐 3．繧2x10 17．0

一
6

盛f君，5β 鼻fβ十LO　35ア 5．95x1◎ 3．曝

．｛ダー1．395ρ
一

醇

．イ彩㍉5か，毒8，5F 2．09x10 12．1

一 4．58湿君一3．0屡5F

わせではα，βの改善度は小さい（魍5，6参照）．

これは瀞㍉湿βともに反応特間の平均的な速さをあら

わす岡種の統計窺で互いの相醒が強いことが原因と考

えられる．互いに独立なパラメータの縷み合わせでよ

り効果的な判鋼関数が得られるはずである．この意味

で滋ノと5刃の組み合わせでαはかなり小さく（3．42

×10－6 ％）　2つの銃計壷の懇み合わせとしては最低

である．しかし19はかなり大きく1ZO％である．βは

異常値処埋能力のある薄Eと5fの親み合わせの場合

に非常に小さくなっている（3．4％；58人中2入）．
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αも幸分小さく．異常殖に影響されにくい統計量とし

て本論文で提案した潔君と5刃の組み合わせが，健常者

と愚者の2集園の違いを評価する良い統計董であると

いえよう．異常値処理法としては平均値より大きくは

ずれたデータの何捌かをすてて残りのデータで解新す

る方法もその一つである．我々も実際に反応鋳聞のデ

ー タについて5％，10％及び20％の異常瞳を潮除し

た各データについて各々解析し，平均値，漂準偏差値

を健常春と患番の間で比較した．しかし，蕩Eと5汐の

認み合わせで縄られるほど良静な結果は得られなかっ

た．

　亀4　反鯨時闘の統計的差違に関する年齢差の影響

　鮫験巻の年齢の差違は反応時問の成績に影響する重

要な要紫である鰍前鰍でに健常潔及び購の反応

蒔間に差違があることを承して来たが，i蓬1に示した

様に謹常春と患嚢爾集団においては平均卑齢が各々約

21歳と28歳であり約7歳の違いがある．以下この影

饗について若干検討を加えよう．」．｝佃dgRinsの6歳

から84歳までの健常者（女性）48◎名を対象とした研

究によれぽ㈱，反癒隣間（？cモードに絹当）は児童

期から19歳までは速くなってゆくが，19歳から21

歳までは惇滞し，その後次第に衰えてゆく．従って今

園穀象となった健常岩と愚暑の両グループは，ほぼ停

滞期に属し年齢差の影響は少ないと考えられる．実際

に登od麟lnsのデータから21歳と28歳の反応時間を

読み販ると，各々約192msec及び約200msecとな

り，10msec以内の差であり，？Cモードでの健常餐

と患者の差（約90msec，國4（a｝参照）に比べて十分

小さい．すなわち，年齢差の影響は多少存在するにし

ても，節前までに述べて来た2集団の統計的差違は，

健常者であるか分裂症患者であるかの差違を空に反映

しているといえよう．なお我々が20歳台から60歳

までの患者27人を対象に別途に行った災駿（？Cモー

ド）においても，年齢と反応時間の根闘を調べた織果

網関係数r二繊3と小さく，年齢による違いより各人

のぼらつきが大きく特にはっきりした傾向は見られな

かった↑ことを付記しておく。

5む　すび
　4種の光刺激モードに対する反応階閣を健常嚢と分

裂症愚者2集団に対して測定し，いくつかの有用な知

見を得た．以下得られた結果を箇条講きにしてまとめる．

†　西鐵一タミ：腸蟻魂反応時闇の縫謝看勺強…質とその騰床応期に麗する藷

　鍵鵠研究”，由日大学工学醗究科簿士論文（1980）．豪羅炎。

　樹刺激光の墨示閥踊及び呈示位置を一定，あるいは

ランダムとする4つの刺激モードのうち，ともにラン

ダムなS裁モードで健常者と患者の統計的差違が鰻も

顕著となった．

　②反恋蒔間の特性を評緬する就謙鍛として異常億対

策をした中爽値覆君と，反応塒…聞ヒストグラムの形状

を示す5刃を懸たに導入し，各々遡常用いられる平均

傭浸ダや標準偏差5ρと比較検討した．その諾果溜君

や5刃は重なり率β及び有憲水藁αの小ささから見て

罐常巻と患者2集団の特徽の差を良く蓑現する就計簸

であることを確認した。

　（3擁つの統計鐙の組み合わせにより，爾集醐の反応

蒔閥特性の違いをより際立たせる統計燈を見い出すた

め判甥闘数法を採用した．この結果，SRモードのデ

ー タについてみ耀と3Fによる斬たな統計鑓F（謡1β

、報．03×5ア）を規いると睡常岩と患春の重なりは

58人中2人（βr3．5％）となり，両春の統計約差違を

示す有意水準も¢篇5．95×1◎略％と牽分小さく爾集

団の違いはより顕著となった．今園用いた4つの就計

螢の中では罎も良い組み合わせであった。

　現在，爾集圃の特微の違いを見い出すより適切な剃

激モードの工夫や，平均値，分散以外の統計量，擁え

ば及恋蒔聞データを隣系列とみなした購得られる統計

蟻などを検討中である．また今圏得られた統計量yを

用いて，患潜の反応蒋間成績について臨床データとの

つき合わせを行うこと（例えぽ入院歴との相関をみる

など）は興味が持たれる．今後の課題である．

　謝辞　データ収集にご協力頂いた被験春の方々，及

び蘭係病院の各1立に謝意を表します．また装離作成に

協力頂いた谷戸宗吉技官，ならびに案験補助，轄果の

討論をして頂いた当研究室の諸氏に合わせて感謝しま

す．
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